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ベニ モン カラ スシ ジミ の 生活 史 
若林 守男 の ・ 太 田 稚 三 ? 
Life History of Strymonidia iyonis OrA et Kusunorki 
in Ehime, Japan. 
By Mosro WAkAsayAsgr et Ky6z6 OrA 
本 種 ベ ニモ ンカ ラス シジミ は , 1957 年 6 月 楠 博幸 氏 と 筆者 の 一 人 , 太田 に より 愛媛 上 松山 市 の 南東 約 15km に 


ある 四国 山脈 の 一 蜂 , 皿 ケ ヶ 架 (標高 1271m) に お いて 発見 され た カラ スシ ジミ 属 の 1 種 で ある ・ 本 種 は その 後 
四国 昆虫 学会 会 報 Vol. 5, Pt.7 (Nov. 1957) に 我が国 で 最も 新しい 種 と し て 記載 され た が 筆者 ら の 現在 和 





ベニ モン カラ スシ ジミ 上 (Fresh female of S. iyomis) 


の 調査 で は 皿 ヶ 峰 以 外 の 地域 か ら は 発見 し て お ら ず , し か も その 棲息 地 る 後述 の ど と く 局 地 的 で , 年 間 総 採集 個 
体 数 が 15 匹 を 越え る こと が な いと いう 我が国 で は 有数 の 稀 種 の 1 つと 考え られ る . 

筆者 ら は 発見 以来 , 本 種 の 生態 観察 を 続け て きた が , よう や くに し て 1959 年 春 採卵 , 飼育 に 成功 し , その 発生 
経過 の 大 要 を 知る と と が で きた の で ここ に 報告 する こと に し た 

本 文 を 記す に あたっ て は 多く の 方 達 か ら の 御 指導 , 御 援助 を 受け た が , な か で も ゃ 愛媛 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 の 
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石原 保 教 授 , 宮武 陵 夫 氏 , 帯広 の 小野 決 氏 , 大 阪 の 武田 博学 氏 , 名 古屋 の 田中 養 氏 の 諸氏 に は ひと か た な らち ぬ 御 
厚 配 を 受け た . ここ に 御礼 を 申し 上 げ て お く .・ 

何 , 本 邦 の カラ スシ ジミ 属 に は 本 種 の ほか に ミヤ マカ ラス シジミ , カラ スシ ジミ , エゾ リン ゴ シ ジ ミ の 3 種 が 
ある が , 便宜 上 この 報 女 で は 最も 類似 し , し か も 同じ 皿 ヶ 峰 を 棲息 地 と し て いる ミヤ マカ ラス シジミ と の み 比 較 
し て お く . また , 文 を 簡略 化す る た め , 以下 報 文 で は ベニ モン カラ スシ ジミ を yomis, ミヤ マカ ラス シジミ を 
mera と 略称 する . 

[I] 成虫 の 習性 及び 棲息 地 (Habit of Imago & Habitat) 

本 種 成虫 の 出現 期 は 6 月 下旬 で , 雌 は 7 月 に 入っ て か ら 出 現す る . 生存 期間 は 極め て 短 か く , 7 月 中 名 に は ほ 
と ん ど そ の 姿 を 消す . (同一 棲息 地 の merd は これ より 約 1 ヶ 月 お くれ , 7 月 下旬 より 出現 し , 雌 は 8 月 下旬 ま 
で 生存 する ・) 発生 期 は 丁度 梅雨 期 に あたり , 雨 や 霧 の 日 が 多く , 一 般 に は 附近 の 小 準 木 (ブラ チャ ン , フサ 





ザク ラ , オオ ズミ な ど ) や 下草 に 静止 し 飛翔 する こと も 少な い . 晴天 の 日 の 雄 の 活動 状態 は 生前 10 時 半 頃 よ り 11 
時 すぎ の 短 時 間 で , 多少 活 潤 に 小 港 木 上 を 飛ぶ . その 後 一 時 活動 を 停止 する が 午後 2 一 3 時 頃 に いた っ て 再び 活 
動 を 開始 する . (この 時 間 が 最も 活 潤 に 飛翔 する .) し か し , 大 体 に お いて その 飛翔 力 は 弱く , 雨 や 霧 , また 風 に 
は 敏感 で 。 そ うし た 天候 の 日 に は 全く 姿 を 現 わ さ な い . 雌 の 活動 状態 は 特に 弱く , 潤 嗜 い 樹 林内 に 棲息 し , その 
姿 を 認め る こと は 少な い . 雄 , 雌 と も 他 の カラ スシ ジミ 属 の 成虫 と 同じ く 吸 密 に 飛来 する こと が あり 。 晴天 の 午 
後 な ど ミ ヤマ シグ レ , ウッ ギ な どの 花 に 飛来 し て いる も の を た び た び 認め て いる . 

棲息 地 は 忠 ケ 峯 中腹 の 李 め て 限ら れ た 地域 で , 相当 の 年 数 を 経た 樹林 地 淀 で ある . と の 附近 は 大 小 多 く の 植 物 
(ミズ ナラ , サワ グル ミ , ブナ , チドリ ノ キ な ど ) が 繁茂 し , 地面 は 新生 代 第 3 紀 に 生じ た 斜 方 輝石 安 山 周 の 岩 
了 の 上 に 腐葉土 が 累積 し , 極め て 湿潤 な 低 湿地 状 を な し , その た め 樹 林内 に 立入 る こと は 非常 に 困難 で ある . 

[II〕 食 樹 及び 卵 (Food & Egg) 

食 樹 食 樹 は コバ ノ ク ロ ウメ モドキ 》 
(Rhamnus japonica MAXIM. var, micro- 
hylla HARA) で ある . 

産卵 位置 母 蝶 の 産卵 は 一 般 に 夕刻 に お 
と な われ る よう で ある . 産卵 位置 は 附図 の 
写真 に み ら れ る ご とく 食 樹 の 短 枝 と 枝 と の 
分 岐 部 で , 短 枝 部 に 底面 を 附 着 し て いる も 
の が か 大 部 分 で ある . 2 の S の 産卵 数 は 1 卵 
の 場合 が 大 部 分 で , 2 卵 を まとめ て 産 付 さ 
れ て いる と と も し ば し ば ある . 稀 に 3 卵 
4 卵 (1 例 ) 産 付 さ れ て いる と と も ある ・ 
同 地 の mmera の 場合 は 一 般 に 枝 と 枝 と の 分 
岐 部 に 数 卵 (大 体 3 一 6 卵 ) を まとめ て 産 
付 し て いる と と が 多い . 

産 付 さ れ た 直後 の 卵 の 地 色 は 灰白色 で あ 
る が 次 第 に 汚れ , 越冬 後 は 灰白色 一 暗 灰 白 
色 と な る ・ ( 卵 の 顕微 鏡 写 真 ) 

上 左 . yes 表面 の 突起 上 右 . zez 表面 の 突起 
下 左 の gzS の 網目 模様 下 右 . ez@ の 網目 模様 
























































3) コバ ノ ク ロ ウメ モト ドキ は グロ ウメ モドキ の 本 州 西部 , 四国 。 九州 に 産 す る 地方 型 で ある が , 最近 の 植物 
界 で は クロ ウメ モドキ に 包括 され る 傾向 に ある . 
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1960] TYO TO GA (18 ) 
卵 の 平均 測定 値 この 両者 の 卵 を 万 能 投影 [第 1 表 ] 卵 の 比較 (万能 投影 機 に よる ) ぐ 皿 ヶ 内 産 
時 EE の 本 S. iyonis RO 
を 求め る と 第 1 表 の よう に な る . 
Ee EE 径 0.839mm 0.628mm 

これ に よっ て も 判る よう に yomis の 卵 は 直 径 
mera の それ より も 大 きく , 形 も 上 真 円 に 近く , RE 。 000 NN 
高 さ も 他 の カラ スシ ジミ 属 の 卵 に み ら れ る よ 長 さ 0.025mm 0.035mm 
> た 局 平 ない ,。 表面 の 突起 に つい て も とこ 共 

うな 局 平 さま が な い ・ 表面 ミ 突 起 | 委 部 の 大 0.008mm 0.004mm 
の 第 1 表 と 17 頁 の 顕微 鏡 写 真 に よっ て 判る よ 寺 敵 部 の 

> に この 両者 の あい だ に en を 認め 太 さ NSR 1 
うる . この 他 yozs の 卵 で は 表面 中 央 部 の 精 高 さ 0.439mm 0.393mm 

















孔 が 大 きく , し か も 深い し , 表面 の 網目 模様 
(17 頁 写真 参照 ) 円形 で その 形 も 小さ く , 網目 と 網目 の 間 の 迷 の 幅 か eg より も 広く , し た が っ て 突起 の 数 
も 多い . (mera で は 形 は 多角 形 で その 中 央 部 に 更に 六角 形 の 凹み を 認め る .) 

[ 葉 ] 幼虫 (Larva) 

財 化 は 棲息 地 で は 3 月 上 旬 に は 早く も 行わ れる も の と 推定 され る . 屋内 で 飼育 すれ ば 2 月 中 旬 に は その ほとん 
ど が 購 化 し て し まう . 野人 化す る 頃 の 棲息 地 に は 相当 の 残雪 が あり , 3 月 中 名 まで に は 更に 1, 2 度 の 降雪 が あ 
る . それ が た め 盟 化 途 上 お よび 有 解 化 し た 幼虫 は 大 部 分 が 死亡 する . ( 卵 を くい 破っ て 死ん で いる 前 年 度 の も の は 
採 包 の 際 , 往々 に 認め られ る .) そう し た 自然 に よる 海 汰 か ら の が れ た も の だ けが 例年 世代 を くり か えす も の と 考 
えら れる . Parasite に よる 害 は きわ め て 少な く , 卵 で 1 例 , 3 令 幼 虫 で 1 例 (いずれ も 寄生 蜂 に よる ゃ も の, 未 
同定 ) を 発見 し た の み で ある . 

食 樹 クロ ウメ モドキ の 開 芽 は きわ め て 早く , 和 CN A 
令 幼 虫 は その 芽 の 基部 に 静止 し 外部 より 孔 を あけ る よう に 扱 食 する (附図 写真 参照 ) 同じ クロ ウメ モドキ を 食 
樹 と し て いる 同棲 息 地 の zezg NN CS i 
を 出し て か ら 葉 を ひら くま で に 約 ユ ケ月 を 要する .) 

近似 種 で 。 し か も 同じ 植物 を 食 樹 と し な が ら 成 虫 の 出現 期 に 差 が ある と いう この 名 問 は こう し た 両者 の 敵 化 の 
時 期 と , それ に と も な う 食 性 の 違い が 一 つの 原因 で は な いか と 考え て いる 

初 令 幼虫 (簡略 記載 ) 0 で 体 色 は 淡い 灰白色 , 気 門 は 
透明 で 外 環 は 大 きく 黒色 で ある . (era の 外 環 は 淡 黒 色 ), 頭 部 は 黒色 で 単眼 部 は 茶褐色 (mera で は 頭 部 が 茶 
褐色 , 口 厨 , 吾 和 凌 部 は 透明 で 単眼 は 黒色 う 〕 訓示 剖 に 2 対 。 共 旗 き $ に 3 対 。 各 関 節 亜 育 隆起 部 に 2 対 の 透明 の 長 
毛 を 有する . (mera で は ほぼ 同数 で ある が 短 か い .) 

初 令 幼虫 初期 , 終 令 幼 虫 以 外 の 各 令 幼虫 に 就 い て は 四国 比 虫 学会 会 報 Vol. 6 , Pt. 7 (June, 1960) に 記述 し た . 

[第 2 表 ]〕 幼虫 各 令 の 期間 幼 皿 各 令 に お ける 期間 は 第 2 
る 期間 917B (平間 ) | 休 限 央 | 2.5B 表 に み ら れ る よう に 他 の 種 と 違っ て 各個 体 , その 


の 
環境 に よっ て 相当 の 差 が あり , 特に 初 令 。 2 令 に 
2 令 期 間 |4 一 18 日 (平均 11 日 ) 休眠 期 | 2.0 日 は 著しい が これ は 野外 に お いて も 同様 で ある . 















































8 令 期 間 |5 一 10H (平均 8 日) | 休眠 期 | 2.5 日 終 令 効 虫 記載 本 種 Dogs と gg と は 常に 類 
4 令 ( 終 合う 17 こ 10 日 (平均 8 日) 似 し た 生態 形状) 色彩 を 持っ て いる が (附図 カ 
平均 幼 貝 期 ラー 写真 参照) 終 倒 幼虫 に いた っ て は 特に 判別 が 
間 48 昌 (但し, 前身 期 を 除く ) ER 

誕 ( 表 の 数 値 は 大 阪 。 松山 に て 飼育 し た も の に よ 胴 部 は 醒 円 形 で 基 庶 部 の 張り 工 合 も , 亜 背 部 の 

る .) 


瑠 状 隆起 も zyonis の 方 が mera より も 強い. 亜 背 
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(19 ) 蝶 と 由 [Vol. 巡 
部 及び 肥 上 板 背 面 附 近 た に 散布 され る 長毛 は 黒 [第 3 表 ] 終 令 幼 虫 の 平均 値 ば 皿 ヶ 符 産 ) 
色 で mera の それ より も る も 短 か く , か つ 少 な い 一 ーー 

6 人 了 I ぐ . 2707223 S. mera* 

(mera の 長毛 は 淡 褐 色 ). 気 門下 部 に も 全部 
で 10 対 あま り の 同色 の 長毛 を 有する . その 他 | 体 長 13.6mm 15.2mm 
還 立 オセ エー 人 へ / ド デ 涼 蜂 色 の 短 手 を 持 3 - 
胴 部 月 面 全 価 に 淡 里 公 の 短所 を 持つ ヵ Ra 衣 部 横 0 ee 
の それ より る も る 数少なく, 従っ て 表面 の 光沢 感 | 5 
が 強い . 胴 部 地 色 は 黄 緑 色 で (zezg で は 緑 | 腹部 (第 3 腹 節 附 近 う 横幅 5. 45mm 5.03mm 
色 で し か も 半 透 明 の よう な 感 を 受け る ) 明る | 誠 部 第 8 移 節 附近 横 柚 5.47mm 6.30mm 
さも 強く 度 フ が 肥厚 し た よう な 感 を 受け る ・ - 
背 線 は ほとん ど 認 め ら れず , 気 門下 線 は 黄 緑 | 高 さ (第 2 腹 節 附近 SN OH 

















白色 , や や 発達 し た 亜 育 の 隆起 部 に る 各 関 節 
ご と に 区 切ら れ た 地 人 色 よ り 渓 い 商 緑色 の 1 対 の 破線 ( 亜 背 線 ) を 持つ . 気 門 は 暗 褐 色 で (ykeyg で は 黄 白 色 ) 外 
環 は 細く 黄色 透明 で ある . た だ し , 末期 前 劇 前 の 変色 し た と き の fe BON DN 
腹部 は 胴 部 背面 地 色 よ り 湊 い . 胸 脚 も 同色 で ある が 末端 の みか 懲 色 を 演 び て いる ・ 

陶 部 背面 の 硬 皮 板 は 黄 白色 で 小さ く , 第 2 胸 節 に か くさ れ て 認め 難い . 

頭 部 の 地 色 は 漆黒 色 で , 頭 丁 部 。 上 唇 部 , 触角 の 基部 及び 副 前 頭 の 極め て 上 端 部 が 透明 , 頭頂 部 も 静止 時 に は 見 
えな い 第 1 頭頂 刺 毛 より 後頭 部 へ か け て の 部 分 も 同じ く 透 明 で ある . 頭頂 部 と 副 前 頭 と の 境界 部 は 左 明 の 条 線 で 
明 了 に 区 切ら れ て いる . 刺 毛 の 色彩 は 淡い 黒色 で 透明 で ある . ey@ に あっ て は 頭頂 部 より 第 4 頭頂 刺 毛 附近 ま 
で の 上 半 部 は 区 色 透明 で , 剤 頭頂 。 前 頭 部 の 上 端 。 頭 柏 部 , 単眼 を 除い た ( 同 部 は 透明 ) 下 半 部 は 淡い 黒褐色 と 
いう 二分 され た 頭 部 で あり , 刺 毛 は 黄 白 色 肖 明 で ある ・ 

食間 本 種 幼虫 は 名 令 に よっ て それ ぞ れ 特徴 の ある 食 痕 を 残す た め , それ に よっ て 概略 の 令 数 を 知る こと が で 
きる . (附図 字 真 参照 

[ITV] 中 (Pupa) 

前 次 終 令 幼 躍 末期 か ら 前 上 由 ま で の 2, 3 日 間 は 体 色 は 全体 に 暗 緑 褐色 に 変わ り , 摂 食 を 停止 し 盛ん に 歩行 を 
絡 け 其 化 場所 を 探す (wc で は 幼 四 来期 は も と より 前 尋 に な っ て も 体 人 は 変化 し な い -) 上 化 場所 が 定まる と 
第 1 腹 節 附近 より 第 3 胸 節 背面 へ か け て な な め に 1 木 の 糸 を 吐き 前 下 と な る . 前 暴 期 間 は 2 一 4 日 で ある ・ 

貞 化 場所 楼 息 地 に お ける 史 化 場所 は 終 令 幼 忠 末 勘 に 障 緑 褐色 に な る と こと, 体 色 が 変っ て か ら 前 踊 ま で の 期間 
の 長い と と な ど よ り 土 中 も し く は 地上 附近 で あろ うと 推定 し て いた が , 地面 に 近い 食 樹 の 主幹 に 1 例 , 下方 の 枝 
の 分 岐 部 に 2 例 の 合計 3 例 食 構 上 で 員 化 し て いる も の を 発見 し た . 

































































遇 記載 一 般 形状 に つい て は 両者 の 3 面 の 写真 が ある の で 省略 し , それ 以外 の と と に つい て 記す と と に する ・ 
[第 4 表 〕 顕 の 平均 値 過 型 式 は 藻 踊 で 帯 北 は きわ め て 細く , 附 着 
i 部 も 弱く 簡単 に 外れ る . 地 色 は 黒褐色 (mera 
SR 。 27 の 727S | で は 茶褐色 ) で 淡い 茶褐色 の 小 斑点 を 全体 に 
体 長 9.35mm 15.20mm 淫 布 し , 気 門 は 小さ く 白 色 で ある . (mera の 
気 門 は 淡い 茶褐色 ) それ と 頭 部 , 半 部 背面 前 
部 横幅 ( 胸 背 隆起 部 附近 . 5.12 

胸部 横幅 (胸痛 除 起 部 附近 ) 3.98mm っ | 喘 。 胸 部 背面 前 側 端 に は さま れ た 部 分 に は 左 
胸部 高き ( 胸 背 降 起 部 ) 3.88mm 4.86mm | 右 1 対 の 白色 格 円 形 の か な り 明 瞭 な 斑点 が あ 
6 h る . (mera で は 暗 褐 公 ) その 他 , この 遇 の 特 

四部 横幅 (第 4 節 附 近 4.98mm 6.31mm 
NSR SU 徴 と し て は 背面 に erg の それ より ゃ 数 は 少 
腹部 高き (第 4 節 附 近 ) 4.24mm 5. 15mm な い が 長 くし か も 太い 先端 の と が ら な い 透 明 

















の 剛毛 を 下記 の 部 分 に 有 し て いる . 





胸部 一 一 後 胸部 に 7 対 , 中 胸 背 面 突 起 部 に 16 一 18 対 , それ より 頭頂 部 に いた る 和 線 に 18 一 20 本 , 前 胸部 に 1820 対 . 
腹部 一 一 亜 背部 , 気 門 上 線 相 当 部 及び その 両方 の 中 間 部 に 1 列 に 4 一 5 対 。 気 門下 線 相当 部 に 8 一 10 対 . 





iyomis の 幅 に は 全体 の 大 き さ な どか ら 雄 型 , 雌 型 を 大 体 判別 する と と が で きる が 雌 型 の 由 は と の 平均 値 よ りゃ 
か な り 大 きい . 由 期 間 15~24H (平均 18 日 ) 

こう し て 屋内 飼育 で は 帳 化 より 50 一 80 日 を 経て 成虫 の 姿 を みる と と が で きる ・ 過去 の 最も 早かっ た 例 は 4 月 24 
日 に 羽化 し た も の で ある ・ 楼 息 地 で は 約 100 日 を 経て 既 述 の ご と く 6 月 下旬 より 順次 羽化 し 成虫 と な る ・ 
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1. ベニ モン カラ スシ ジミ 棲息 地 (Habitat in spring) 
2. ベニ モン カラ スシ ジミ 卵 (Egg of S. tyonzs) 
3. ミヤ マカ ラス シジミ 卵 (Eggs of S. mera) 
4. ベニ モン カラ スシ ジミ , ミヤ マカ ラス シジミ 両 種 の 産卵 位置 

(Eggs of S. iyonis and S. mera laid on Rhamnus japonica) 

FAB 一 S. iyonis, C—S. mera | 

5. ベニ モン カラ スシ ジミ 初 令 幼 虫 及 び 食 樹 芽 に つけ られ た 食 痕 

(1st instar larva of S. iyonis and leaves eaten by it) 

(Photo by M. WAkABAYASHr ) 
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ベニ モン カラ スシ ジミ の 生活 史 





ベニ モン カラ スシ ジミ 終 令 幼 虫 (Left : full grown larva of S. tyonis) 
ミヤ マカ ラス シジミ 終 令 幼虫 (Right: full grown larva of S. mera) 


左 . 
右 . 






A. 初 令 時 幼虫 食 痕 (残存 し た も の 【〔 右 下 葉 1}) 及び 2 令 幼 虫 食 痕 
(Leaves eaten by the lst and 2nd instar larvae) 


B. 3 令 及 び 終 令 幼 虫 食 導 (Leaves eaten by the 3rd instar and full 
grown ]arvae ) 


C,D,E. ベニ モン カラ スシ ジミ 遇 3 面 (Pupa of 5S. 7?oz2s) 
F,G,H. ミヤ マカ ラス シジミ 明 3 面 (Pupa of S. mera) 
(Photo by M. WAKABAYASHI) 
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